
(57)【要約】

【課題】就寝中の被介護者の生体データを利用した、体

温情報を含む正確な身体状態の把握が行える介護施設及

び在宅における監視装置の提供。

【解決手段】被介護者のベッドに設置したエアマットと

、エアマットの内部圧力変化を検出する圧力検出手段と

、検出したエアマットの内部圧力変化を基づき被検者の

生体データを測定する手段と電源電池を備え、所定時分

ごとに温度を測定・記憶する第１測温部と温度測定部を

有するＩＣタグを備え、被介護者の適所で測定可能な第

２測温部、測定された体温情報を読取るＩＣタグ読み取

り部、脈拍等の生体情報，予防接種情報等を入力可能な

入力部、体温測定部による測定値を記憶する記憶部、記

憶部により記憶されている各種生体情報をトレンド表示

すると共に、第１測定部で予め測定された所定時間の体

温のトレンド記憶し、第２測温部で測定しトレンド記憶

した体温データと比較表示するようにしたことを特徴と

する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 で あ っ て 、
被 介 護 者 の ベ ッ ド に 設 置 し た エ ア マ ッ ト と 、 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧
力 検 出 手 段 と 、 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 基 づ き 被 検
者 の 生 体 デ ー タ を 測 定 す る 手 段 と 、 電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 時 分 ご と に 温 度 を 測 定 ・ 記 憶 す
る 第 １ の 測 温 部 と 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ を 備 え 、 被 介 護 者 の 適 所 で 測 定 可 能 な 第
２ の 測 温 部 と 、 測 定 さ れ た 体 温 情 報 を 読 取 る Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 と 、 脈 拍 等 の 生 体 情 報 ，
予 防 接 種 情 報 等 を 入 力 可 能 な 入 力 部 と 、 前 記 体 温 測 定 部 に よ る 測 定 値 を 記 憶 す る 記 憶 部 と
、 前 記 記 憶 部 に よ り 記 憶 さ れ て い る 各 種 生 体 情 報 を ト レ ン ド 表 示 す る と と も に 、 前 記 第 １
の 測 定 部 で 予 め 測 定 さ れ た 所 定 時 間 の 体 温 の ト レ ン ド 記 憶 し て お き 、 前 記 第 ２ の 測 温 部 で
測 定 し 、 ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 介 護 施
設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 血 圧 ， 体 動 ， 脈 拍 ， 呼 吸 等 の 生 体 情 報 も ト レ ン ド 記 憶 し 、 表 示 す る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 所 定 の 閾 値 以 上 の 体 温 変 化 ま た は 所 定 の 閾 値 以 上 ／ 以 下 の 体 温 が 検 出 さ れ る と ア ラ ー ム
を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 に 関 し 、 特 に 、 予 め 所 定 時 間 の
体 温 ト レ ン ド を 記 憶 し て お き 、 モ ニ タ す る 時 は 、 測 定 部 と 本 体 部 が 分 離 さ れ 、 体 温 デ ー タ
が 無 線 で 所 定 間 隔 で 送 信 さ れ る 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 在 宅 な ど に お い て 非 侵 襲 、 非 観 血 に 使 用 者 の 生 体 信 号 を 検 出 し 、 異 常 状 態 の 有 無 や
健 康 状 態 を 記 録 、 通 報 し た り 使 用 者 の 健 康 を 維 持 、 向 上 さ せ る 監 視 装 置 に お い て 、 使 用 者
ご と に 収 集 、 蓄 積 さ れ た 生 体 信 号 の 履 歴 と そ の 使 用 者 向 け に 適 切 に 設 定 さ れ た 判 定 基 準 に
基 づ き 現 在 の 身 体 状 態 を 判 定 す る こ と で 、 緊 急 通 報 （ ク リ テ ィ カ ル ・ ケ ア ） し た り 疾 患 の
予 防 、 早 期 発 見 （ プ ラ イ マ リ ・ ケ ア ） す る な ど 健 康 管 理 を 積 極 的 に 支 援 す る 監 視 装 置 が 提
案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 許 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １ ２ １ ８ 号 公 報 ） 。 こ の 監 視 装 置 は 、 使
用 者 の 複 数 の 種 類 の 生 体 信 号 を 検 出 す る 生 体 情 報 検 出 手 段 と 、 生 体 情 報 検 出 手 段 の う ち 少
な く と も １ つ の 生 体 信 号 の 出 力 に 基 づ い て 使 用 者 の 特 徴 を 抽 出 し 使 用 者 を 識 別 す る 使 用 者
識 別 手 段 と 、 生 体 情 報 検 出 手 段 の 時 系 列 デ ー タ を 蓄 積 す る 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 蓄 積 さ
れ た 複 数 の 種 類 の 生 体 信 号 の 時 系 列 デ ー タ に 基 づ い て 使 用 者 ご と の 生 物 時 計 に 合 致 し た 判
定 基 準 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 蓄 積 さ れ た 生 体 信 号 の 時 系 列 デ ー タ 及 び 前 記 判
定 基 準 に 基 づ き 使 用 者 の 身 体 状 態 を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 応 じ て 報
知 信 号 を 発 す る 制 御 手 段 と を 備 え て い る 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｃ タ グ に よ る 個 人 識 別 を お こ
な う も の で な く 、 個 人 を 特 定 す る た め の 演 算 処 理 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、
ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る 体 温 の 閾 値 と し て 、 上 限 を ４ ０ ℃ 、 下 限 を ３ ４ ℃ と し て お り 、 イ ン
フ ル エ ン ザ 等 の 感 染 症 で 体 温 が 急 に 上 昇 し て も す ぐ に 対 応 で き る も の で は な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １ ２ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 血 圧 ， 脈 拍 ， 呼 吸 等 の 生 体 情 報 も
ト レ ン ド 記 憶 し 、 表 示 す る と と も に 、 予 防 接 種 等 の 情 報 や 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 感
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染 症 等 に よ る 所 定 時 間 で の 体 温 変 化 が 健 常 時 と ど の よ う に 異 な る か ど う か を 容 易 に 比 較 で
き る 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 介 護 施 設 お よ び ／ ま た は 在 宅 に お け る 監 視 装 置 は 、
被 介 護 者 の ベ ッ ド に 設 置 し た エ ア マ ッ ト と 、 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧
力 検 出 手 段 と 、 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 基 づ き 被 検 者 の
生 体 デ ー タ を 測 定 す る 手 段 と 、 電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 時 分 ご と に 温 度 を 測 定 ・ 記 憶 す る 第
１ の 測 温 部 と 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ を 備 え 、 被 介 護 者 の 適 所 で 測 定 可 能 な 第 ２ の
測 温 部 と 、 測 定 さ れ た 体 温 情 報 を 読 取 る Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 と 、 脈 拍 等 の 生 体 情 報 ， 予 防
接 種 情 報 等 を 入 力 可 能 な 入 力 部 と 、 体 温 測 定 部 に よ る 測 定 値 を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 記 憶 部
に よ り 記 憶 さ れ て い る 各 種 生 体 情 報 を ト レ ン ド 表 示 す る と と も に 、 第 １ の 測 定 部 で 予 め 測
定 さ れ た 所 定 時 間 （ 例 え ば ２ ４ 時 間 ） の 体 温 の ト レ ン ド 記 憶 し て お き 、 第 ２ の 測 温 部 で 測
定 し 、 ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、
血 圧 ， 体 動 ， 脈 拍 ， 呼 吸 等 の 生 体 情 報 も ト レ ン ド 記 憶 し 、 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴
と す る 。 ま た 、 所 定 の 閾 値 以 上 の 体 温 変 化 ま た は 所 定 の 閾 値 以 上 ／ 以 下 の 体 温 が 検 出 さ れ
る と ア ラ ー ム を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 血 圧 ， 体 動 ， 脈 拍 ， 呼 吸 等 の 生 体 情 報 も ト レ ン ド 記 憶 し 、 表 示 す る と と
も に 、 予 防 接 種 等 の 情 報 や 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ respiratory syncytial＝ 呼
吸 器 系 合 胞 体 ） ウ イ ル ス 等 に よ る 感 染 症 ， レ ジ オ ネ ラ 菌 等 に よ る 感 染 症 等 に よ る 所 定 時 間
、 例 え ば ２ ４ 時 間 の 体 温 変 化 が 健 常 時 と ど の よ う に 異 な る か ど う か を 容 易 に 比 較 で き る 。
ま た 、 就 寝 ま た は 安 静 中 （ 横 臥 ・ 仰 臥 中 等 ） の 被 介 護 者 の 生 体 デ ー タ を 利 用 し た 身 体 状 態
把 握 の 信 頼 性 を 高 め て 、 夜 間 で も 被 介 護 者 、 介 護 者 に 負 担 感 な く 正 確 な 体 温 情 報 を 含 む 生
体 状 態 の 把 握 が 行 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 し 、 介 護 施 設 内 ， 在 宅 等 に 設 置 し た エ ア マ ッ ト と 被 検 者 及
び 監 視 装 置 の 概 略 を 示 し て い る 。 図 ２ は 、 監 視 装 置 を 形 成 す る 端 末 装 置 ５ の ブ ロ ッ ク 図 、
携 帯 端 末 ５ ０ ａ の ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。 図 ３ は 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ ） 及 び 温 度 測 定 部 を 有 し 電 池 が 搭 載 さ れ た Ｉ Ｃ タ グ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 以 下 、 図 面
を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る が 、 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ に お い て 、 １ は 病 院 、 介 護 施 設 ， 自 宅 等 の 部 屋 を 示 し 、 生 体 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ
ッ ト ２ を ベ ッ ド ３ の 上 に 設 置 し 、 エ ア チ ュ ー ブ ４ を 経 て パ ソ コ ン な ど の 機 能 を 有 す る 端 末
装 置 ５ と デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ ト ２ と を 接 続 し 、 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ ト ２ の 圧
力 変 化 を 端 末 装 置 ５ に 伝 達 で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 端 末 装 置 ５ か ら 専 用 Ｌ Ａ Ｎ ， 電
話 回 線 ， イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ８ を 介 し て 、 ナ ー ス セ ン タ ー ， 主 治 医
等 の サ イ ト ７ と 情 報 通 信 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
＜ 監 視 シ ス テ ム の 具 体 的 構 成 ＞
被 介 護 者 （ 寝 た き り 老 人 等 ） Ｐ は 、 通 常 の 状 態 （ 横 臥 ， 仰 臥 ） で 生 体 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ
ア マ ッ ト ２ の 上 で オ ム ツ （ パ ン ツ ） ３ ０ ０ （ 図 ２ 参 照 ） を は い て 就 寝 す る 。 オ ム ツ ３ ０ ０
は 、 伸 縮 部 材 を 備 え た 胴 開 口 部 ３ ０ １ 、 伸 縮 部 材 を 備 え た 脚 開 口 部 ３ ０ ２ 、 尿 等 を 吸 収 す
る 吸 収 部 材 （ 不 図 示 ） か ら な り 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ （ 第 ２ の 測 温 部 ） を
そ の 内 側 に 備 え る 。 オ ム ツ ３ ０ ０ は 、 パ ン ツ 状 に 限 ら ず 、 他 の 形 状 で も よ い 。 ま た 、 温 度
測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 フ ッ ク ー ル ー プ 型 面 フ ァ ス ナ ー 等 を 備 え る 囲 包 部 材 で
囲 包 し 、 着 脱 自 在 に し て も よ い 。 端 末 装 置 ５ に は 、 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ と 、 そ
の 検 出 信 号 を 処 理 し て 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ へ Ｌ Ａ Ｎ 等 専 用 回 線 ま た は イ ン タ ー ネ ッ
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ト 等 の 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ８ を 介 し て 伝 送 す る 制 御 監 視 装 置 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 ３ ４
が 設 け ら れ て い る 。 端 末 装 置 ５ と 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ の 管 理 用 コ ン ピ ュ ー タ （ 制 御
装 置 ） １ １ と は 、 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ８ で 、 相 互 に 情 報 が 伝 送 で き る よ う に な っ て い る
。 管 理 用 コ ン ピ ュ ー タ （ 制 御 装 置 ） １ １ は 、 記 憶 部 ， 表 示 部 ， 入 力 部 ， 外 部 通 信 部 等 を 備
え て い る 。 な お 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 外 耳 道 に 挿 入 す る 耳 内 挿 入 式 （
図 ２ 参 照 ） に し た り 、 体 表 面 の 任 意 箇 所 に 貼 付 可 能 に し て 複 数 の 箇 所 の 体 温 情 報 を 取 得 す
る よ う に し て も よ い 。 な お 、 こ の 場 合 に は 、 同 時 に 体 温 情 報 の 読 取 り 可 能 に な る 、 ア ン チ
コ リ ー ジ ョ ン 型 の Ｉ Ｃ タ グ を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ に は サ ー バ ー （ デ ー タ 処 理 装 置 ） ９ を 設 置 し 、 被 介 護 者 Ｐ の Ｉ
Ｄ と 関 連 付 け し て 、 脈 拍 ， 呼 吸 ， 血 圧 ， 体 温 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 ， 血 糖 等 の 生 体 情 報 の 測 定
デ ー タ の 収 集 、 集 計 、 デ ー タ 分 析 等 を 行 う よ う に し て も よ い 。 ま た 、 担 当 医 １ ０ の 机 上 に
は 管 理 パ ソ コ ン １ １ を 設 置 し 、 担 当 医 １ ０ が 随 時 、 被 検 者 Ｐ の 身 体 状 態 を 把 握 、 監 視 す る
と と も に 、 緊 急 時 の 被 検 者 異 常 通 報 を 受 け た り 、 電 話 器 に よ り 適 宜 看 護 婦 の 待 機 部 屋 に 指
示 を 出 し た り 、 ハ ン デ ィ ・ ナ ー ス コ ー ル で 連 絡 し た り す る こ と が で き る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に お い て 、 ４ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ４ ２ ， Ｒ Ａ Ｍ ４ ３ な ど に 記 憶 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取
り 可 能 な プ ロ グ ラ ム 、 所 定 の 条 件 な ど に 基 づ い て 所 定 の 処 理 フ ロ ー を 実 行 す る 制 御 部 （ Ｃ
Ｐ Ｕ ） で あ る 。 ３ ６ は 表 示 部 、 ４ ４ は 、 検 出 さ れ た 体 温 ， 心 拍 ， 呼 吸 な ど の 生 体 情 報 を 記
憶 す る 記 憶 部 で あ る 。 ２ ０ は 、 微 差 圧 セ ン サ 、 ２ １ は 、 絶 対 圧 力 セ ン サ で 、 エ ア マ ッ ト ２
の 内 部 圧 力 を エ ア チ ュ ー ブ ４ を 介 し て 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ に 入 力 さ れ
る 。 被 介 護 者 Ｐ の 身 体 に 起 因 す る 振 動 が エ ア マ ッ ト ２ に 伝 達 さ れ る の で 、 エ ア マ ッ ト ２ の
内 部 圧 力 が 変 化 す る 。 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ は 圧 力 変 動 分 を 検 出 し 、 ま た 、 絶 対 圧 力 セ ン サ ２
１ は エ ア マ ッ ト ２ の 内 部 圧 力 の 絶 対 圧 力 を 検 出 す る 。 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ は 被 介 護 者 Ｐ が
エ ア マ ッ ト ２ 上 に い る か を 検 出 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
微 差 圧 セ ン サ ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 圧 力 の 変 化 を 受 け る 受 圧 面 と 対 抗 電 極 と の 間 の 静 電
容 量 変 化 を 検 知 し て 差 圧 を 検 出 す る コ ン デ ン サ マ イ ク ロ フ ォ ン 型 差 圧 計 が 用 い ら れ る 。 コ
ン デ ン サ マ イ ク ロ フ ォ ン 型 差 圧 計 は エ ア マ ッ ト ２ 内 部 の 微 小 な 圧 力 変 動 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 は 監 視 制 御 装 置 を 構 成 す る ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に 与 え ら れ る 。
ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ は 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 の レ ベ ル を 所 定 範 囲 の 信 号 レ ベ ル に 調 整
す る 。 被 介 護 者 Ｐ の 姿 勢 に よ っ て エ ア マ ッ ト ２ に 伝 わ る 心 拍 や 呼 吸 な ど の 振 動 の 強 さ が 異
な る た め に 、 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 出 力 信 号 の 強 度 （ レ ベ ル ） が 異 な る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １
は 姿 勢 に よ っ て 異 な る 信 号 レ ベ ル を 所 定 レ ベ ル の 信 号 に な る よ う に ゲ イ ン を 調 整 し 、 心 拍
フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 出 力 す る 。 ま た 、 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ の ゲ イ ン 値 が 姿 勢
判 別 部 ３ ６ に 加 え ら れ る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に よ っ て 所 定 レ ベ ル に 変 換 さ れ た 微 差 圧 セ ン
サ ２ ０ の 出 力 信 号 を 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 加 え る こ と に よ り 、 こ れ ら 心
拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 心 拍 信 号 、 呼 吸 信 号 な ど の 被 介 護 者 Ｐ の 生 体 デ ー
タ が 得 ら れ る 。 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 得 ら れ た 被 介 護 者 Ｐ の 生 体 デ ー
タ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ５ で デ ジ ィ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に 入 力 さ れ る 。 ま た
、 被 検 者 Ｐ に 装 着 さ れ た オ ム ツ ３ ０ ０ の 内 側 に 装 着 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０
（ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） か ら 、 温 度 情 報 を Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ で 間 歇 的 （ 例 え ば １ ０ ～ ３ ０
分 ご と ） に 読 み 取 る 。 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ か ら １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 し 、 そ
の 信 号 を ア ン テ ナ を 介 し て 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ が 受 け 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ に よ
る 温 度 (体 温 )情 報 (本 実 施 例 で は 、 被 介 護 者 Ｐ の 腹 部 付 近 の 体 温 情 報 )を 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ
Ｃ タ グ １ ０ ０ か ら 読 取 る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 入 力 し た 生 体 デ ー タ の 各 種 の 演 算 処 理 を 行
い 、 被 介 護 者 Ｐ の 状 態 を 監 視 す る 。 生 体 デ ー タ の 各 種 の 演 算 処 理 に は 、 被 介 護 者 Ｐ の 平 常
時 の 生 体 デ ー タ と の パ タ ー ン 比 較 な ど が 含 ま れ る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 絶 対 圧 力 セ ン サ ２
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１ が エ ア マ ッ ト ２ 上 に 被 介 護 Ｐ が い る こ と を 検 出 し て い る と き に 演 算 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ の ゲ イ ン 値 が 姿 勢 判 別 部 ３ ６ に 加 え ら れ る 。 エ ア マ ッ ト ２ の 内 部
圧 力 を 検 出 す る 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 の レ ベ ル は 被 介 護 者 Ｐ の 横 臥 し て い る 姿 勢 に
よ っ て 異 な る た め ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ で ゲ イ ン 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に お い て 、 演 算 さ れ た 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 体 動 の 大 き さ 、 体 温 等 を 演 算 処
理 し た 結 果 は 記 憶 部 ４ ４ に 被 介 護 者 Ｐ の Ｉ Ｄ と 対 応 し て 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ る と と も に
表 示 装 置 ３ ６ に 表 示 さ れ る 。 同 時 に 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ に 伝 送 可 能 と な っ て い る 。
こ の よ う に し て 被 介 護 者 Ｐ の 状 態 の 監 視 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
生 体 デ ー タ は 、 差 圧 セ ン サ （ 相 対 圧 セ ン サ ） ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ で 捉 え た 信 号 の 特
徴 に よ り 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 識 別 化 す る 。 例 え ば 、 心 拍 数 と 呼 吸 数 は 、 フ ィ ル タ ３ ２ 、
３ ３ を 通 し て 正 常 範 囲 の 周 波 数 に 分 離 す る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ５ に よ り デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変
換 後 に デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に お い て 高 速 フ ー リ エ 変 換 を 施 し て ピ ー ク ス ペ ク ト ル と な る 基 本
周 波 数 を 求 め 、 そ れ ぞ れ を 抽 出 す る 。 携 帯 端 末 ５ ０ に 、 端 末 装 置 ５ と 同 様 の 機 能 を も た せ
る こ と で 、 特 に 在 宅 で の 介 護 者 、 病 院 で の 看 護 師 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 携 帯 端 末 ５ ０ に は
、 表 示 部 １ １ 、 ブ ザ ー 等 の 報 知 手 段 １ ９ 、 無 線 に よ る Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３ 、 入 力 部 １ ４
、 記 憶 部 １ ５ 、 処 理 フ ロ ー 等 を 記 憶 し 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し
て い る Ｒ Ｏ Ｍ （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ） １ ６ ， Ｒ Ａ Ｍ １ ７ ， ｉ － モ ー ド に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の
情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク （ 不 図 示 ） を 介 し て 通 信 を 行 な う 外 部 通 信 部 １ ２ を 備 え て い る 。 メ
モ 情 報 を 入 力 部 （ 機 能 キ ー も 兼 用 ） １ ４ で 入 力 し 、 記 憶 、 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 入 力 部 １ ４ で 入 力 項 目 を 適 宜 選 択 し て 、 体 温 ， 血 圧 ， 脈 拍 ， 血 糖 値 等 を 入 力 し 、 記
憶 、 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ を 接 続 端 子 １ ２ ａ に 接 続 し
、 測 定 さ れ た 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） ， 脈 拍 を 記 憶 、 表 示 し た り 、 測 定 中 の 測 定 中 の
リ ア ル タ イ ム の 値 を 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。 パ ル ス オ キ シ メ ー タ で 別 途 測 定 さ れ た
血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） ， 脈 拍 を 入 力 部 １ ４ で 入 力 し 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ せ て も よ
い 。 な お 、 病 院 等 で 使 用 す る 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 同 時 に 体 温 情 報 の 読
取 り 可 能 に な る 、 ア ン チ コ リ ー ジ ョ ン 型 の Ｉ Ｃ タ グ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 呼 吸
検 知 は 、 上 述 の 振 動 法 に よ ら ず 、 気 流 検 出 法 ， 呼 吸 音 検 出 法 に よ り 行 い 、 呼 吸 数 を 演 算 し
た り 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ で 行 う よ う に し て も よ い 。 　
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ Ｉ Ｃ タ グ の 構 成 ＞
図 ３ （ ｂ ） に お い て 、 １ ０ ０ は 、 外 部 か ら の 通 信 信 号 を 受 け て 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た
温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） （ 第 ２ の 測 温 部 ） で あ る 。 １ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取
り 部 ３ ４ か ら の 信 号 を 受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が
記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 １ ０ ２ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ
Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な ど が 記 憶 さ
れ て い る 。 ま た 、 体 温 情 報 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ は 、 よ り 複 雑 な 処
理 フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
温 度 セ ン サ １ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 １ ０ ３ は 、 被 介 護 者 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定
部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ の 体 温 情 報 を 取 得 す る た め の 送 受 信 回 路 、 １ ０ ３
ａ は ア ン テ ナ 、 １ ０ ４ は 電 源 部 で あ る 。 こ の 電 源 部 １ ０ ４ は 、 コ イ ル を 有 す る ア ン テ ナ 部
１ ０ ３ ａ を 介 し て 、 体 温 情 報 を 読 取 ら れ る 時 に 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ の 各 部
に 電 源 を 供 給 す る 。 １ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示
） で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３
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ａ を 含 め て 幅 Ｗ ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｗ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 大 き さ で あ る 。 な お 、 Ｉ Ｃ タ グ
１ ０ ０ は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受 信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、 ど
の よ う な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 で ３ ｃ ｍ ～ 1ｍ 程 度 の
距 離 で 送 信 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
体 温 情 報 も Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ に 記 憶 で き る の で 、 別 の ベ ッ ド や 別 の 部 屋 に 被 介 護 者 Ｐ を
移 し 換 え て も 継 続 し て 体 温 情 報 を 記 憶 で き る 。 ま た 、 間 違 っ た 被 介 護 者 Ｐ の 情 報 を 取 得 し
な い よ う に し た り 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ
リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ の デ ー タ 処 理 部 に お い て 、 体 温 等 を 演 算 処 理 し た 結 果 は 、 記 憶 部 ５ ５ に 被 介 護
者 Ｐ の Ｉ Ｄ と 対 応 し て 記 憶 さ れ る と と も に 、 表 示 装 置 ５ １ に 表 示 さ れ る 。 同 時 に 管 理 サ イ
ト ／ 医 療 サ イ ト ７ に 伝 送 可 能 と な っ て い る 。 こ の よ う に し て 被 介 護 者 Ｐ の 状 態 の 監 視 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ ０ ０ は 、 電 池 内 蔵 で 、 設 定 さ れ た 時 間 （ 分 ） 間 隔 で 体 温 （ 温 度 ） 情 報 を 最 大 ３ ６ ５ 日 程
度 記 憶 で き る よ う に 構 成 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） で あ る 。 こ の 温 度
セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） を 被 介 護 者 Ｐ の 適 所 に 貼 付 け な ど （ 上 述 の オ ム ツ ３ ０
０ の 内 面 の 適 所 に 設 け て も よ い ） し て 健 常 時 の 所 定 時 間 、 例 え ば 、 ２ ４ 時 間 の 体 温 を 測 定
・ 記 憶 す る 。 こ の 情 報 は 、 外 部 通 信 部 ２ ０ ８ 、 外 部 通 信 部 ３ ８ を 経 て 記 憶 部 ４ ４ に ト レ ン
ド 記 憶 さ れ る 。 ト レ ン ド 記 憶 さ れ た 体 温 情 報 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 表 示 部 に 表 示 可 能 と な
る 。 こ の 記 憶 ・ 表 示 例 は 、 春 季 の あ る １ 日 （ ２ ４ 時 間 ） の 体 温 の ト レ ン ド グ ラ フ で あ る 。
ま た 、 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 の 四 季 に 分 け て そ れ ぞ れ ２ ４ 時 間 の 体 温 の ト レ ン ド を 記 憶 し て お く
と よ い 。 被 介 護 者 Ｐ の Ｉ Ｄ デ ー タ と と も に 記 憶 し 、 氏 名 と 併 せ て 表 示 し て も よ い 。 ２ ０ １
は 、 外 部 通 信 部 ５ ８ か ら の 信 号 を 受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ
ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 ２ ０ ２
は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な
ど が 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 体 温 情 報 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ は 、 よ
り 複 雑 な 処 理 フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 ２ ０ ３ は 、 被 介 護 者 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定
部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の 体 温 情 報 を 端 末 装 置 ５ か ら の 読 取 り 要 求 信 号 に よ り 、 記 憶 さ
れ た 体 温 情 報 を 被 介 護 者 Ｐ の Ｉ Ｄ 情 報 と と も に 端 末 装 置 ５ に 送 信 す る た め の 送 受 信 回 路 で
あ る 。 こ こ で は 、 通 信 は 、 電 気 的 な 接 続 で 行 な わ れ る が 、 無 線 ア ン テ ナ に よ る 無 線 で 送 受
信 し て も よ い 。 ２ ０ ４ ａ は 内 蔵 電 池 で あ り 、 こ の 内 蔵 電 池 ２ ０ ４ ａ で 温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ
グ ２ ０ ０ の 全 て の プ ロ グ ラ ム 演 算 処 理 の 電 源 と な っ て い る 。 ２ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り
、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示 ） で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ
る 。 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ を 含 め て 幅 Ｗ ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｔ ２ ． ５ ｍ
ｍ 程 度 （ あ る い は 、 直 径 ７ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｔ ２ ． ５ ｍ ｍ 程 度 ） の 大 き さ で あ る 。 な お 、 通 信 を
無 線 で 行 な う 場 合 、 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受
信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の
電 磁 波 で 送 信 可 能 に な っ て い る 。 予 防 接 種 （ イ ン フ ル エ ン ザ ， お た ふ く か ぜ ， ポ リ オ ， 百
日 咳 ， 風 疹 ， 麻 疹 ， 結 核 等 の 予 防 接 種 ） 等 の 情 報 は 、 入 力 部 ５ ４ で 入 力 し 、 記 憶 部 ５ ５ に
記 憶 さ せ る 。 体 温 情 報 も 被 介 護 者 Ｐ の Ｉ Ｄ 情 報 と 併 せ て Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 記 憶 で き る
の で 、 別 の ベ ッ ド や 別 の 部 屋 に 被 介 護 者 Ｐ を 移 し 換 え て も 継 続 し て 体 温 情 報 を 記 憶 で き る
。 ま た 、 間 違 っ た 被 介 護 者 Ｐ の 情 報 を 取 得 し な い よ う に し た り 、 ア ン テ ナ ２ ０ ３ ａ か ら 出
力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。 こ の Ｉ
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Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 測 定 間 隔 に も よ る が 測 定 間 隔 が １ 分 で ３ 日 分 程 度 、 ５ 分 で ２ 週 間 分 程 度
、 １ ０ 分 で １ ケ 月 分 程 度 の 体 温 測 定 ・ 記 憶 が 可 能 と な っ て い る 。 測 定 間 隔 の 設 定 は 専 用 の
書 き 込 み 装 置 で 行 な う か 、 携 帯 端 末 ５ ０ の 入 力 部 １ ４ ま た は 端 末 装 置 ５ の 入 力 部 で 行 い 、
接 続 端 子 １ ２ ａ 、 外 部 送 受 信 部 ２ ０ ３ を 介 し て 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 生 体 情 報 取 得 の 処 理 フ ロ ー ＞
図 6に 基 づ き 、 生 体 情 報 取 得 の 処 理 フ ロ ー を 説 明 す る 。 エ ア マ ッ ト ２ 上 に 被 介 護 者 Ｐ が い
る （ 横 臥 ， 仰 臥 状 態 ） こ と ま た は 入 力 部 ４ ５ 等 に お け る 測 定 開 始 操 作 等 の 入 力 指 示 を 条 件
に 測 定 を 開 始 す る 。 １ ０ ～ ６ ０ 分 毎 に 、 差 圧 セ ン サ （ 相 対 圧 セ ン サ ） ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン
サ ２ １ で 圧 力 信 号 を 取 得 （ 検 出 ） す る (ス テ ッ プ Ｓ １ )。 取 得 し た 圧 力 信 号 の 特 徴 に よ り 、
心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 識 別 化 し 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 演 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 １ 回 の 圧
検 出 時 間 は 、 ２ ～ ５ 分 程 度 で あ る 。 ま た 、 体 温 情 報 は 、 １ ０ ～ ６ ０ 分 毎 に 、 パ ン ツ ３ ０ ０
， 身 体 の 適 所 に 装 着 ， 貼 付 け ら れ た Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ に Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ か ら １ ３ ． ５
６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 （ 送 受 信 距 離 は 、 １ ０ ｃ ｍ ～ １ ｍ 程 度 ） し 、 そ の 信 号 と 同 期 し て
得 ら れ る 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の 体 温 情 報 を 読 取 る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ れ ら の 生 体 情 報 は 、
記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ る (ス テ ッ プ Ｓ ４ )。 こ の 生 体 情 報 は 閾 値 と 比 較 さ れ る (ス テ ッ プ Ｓ
５ )。 例 え ば 、 体 温 の 場 合 、 上 限 値 が ３ ７ ． ０ ℃ 、 下 限 値 が ３ ５ ． ５ ℃ と し て い る 。 ま た
、 心 拍 は 、 例 え ば 、 上 限 値 が １ ２ ０ 拍 ／ 分 、 下 限 値 が ３ ０ 拍 ／ 分 、 呼 吸 数 は 、 例 え ば 、 上
限 値 が ９ ０ ／ 分 、 下 限 値 が １ ０ ／ 分 と し て い る 。 こ れ ら の 生 体 情 報 の う ち 少 な く と も １ つ
の 情 報 が 異 常 と 判 断 さ れ る と 、 ア ラ ー ム を 発 生 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 管 理 サ イ ト ／ 医 療
サ イ ト ７ の 担 当 医 １ ０ に 報 知 す る よ う に し て い る 。 な お 、 担 当 医 １ ０ の 携 帯 電 話 な ど に 報
知 す る よ う に し て も よ い 。 異 常 と 判 断 さ れ た 被 検 者 Ｐ の 容 体 を 確 認 後 、 リ セ ッ ト （ ス テ ッ
プ Ｓ ７ ） す る 。 異 常 が な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 測 定 終 了 の 指 示 入 力 が あ る ま で
生 体 情 報 の 　 測 定 を 繰 り 返 す 。 測 定 さ れ 、 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ る 生 体 情 報 は 、 平 均 値 、
最 大 値 、 最 小 値 、 最 多 値 を 求 め て 、 被 検 者 Ｐ の Ｉ Ｄ と と も に そ れ ら の デ ー タ も 記 憶 部 ４ ４
、 サ ー バ ー ９ に 記 憶 す る 。 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ た 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 体 温 等 の 生 体 情 報
は 、 図 ５ に 示 す よ う に 表 示 部 ３ ６ ま た は 表 示 部 １ １ に ト レ ン ド 表 示 さ れ る 。 表 示 例 で は 、
心 拍 （ 脈 拍 ） 数 、 呼 吸 数 、 体 温 を 同 時 に ト レ ン ド 表 示 し て い る が 、 こ の う ち １ つ ま た は 任
意 の 組 合 せ で 表 示 可 能 に し て も よ い 。 ま た 、 解 熱 剤 な ど の 投 薬 デ ー タ を メ モ 情 報 と し て 、
日 時 と と も に 入 力 部 ４ ５ ， １ ４ で 入 力 し て お く こ と で 、 表 示 部 ３ ６ ， １ １ の 生 体 情 報 の ト
レ ン ド 表 示 と 併 せ て 表 示 可 能 と な る 。 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ の 表 示 部 （ 不 図 示 ） で も
同 様 の 表 示 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 閾 値 と の 比 較 判 断 す る 前 に 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 体 温 等 の 生
体 情 報 の 変 化 率 が 所 定 値 よ り 大 き い 場 合 、 例 え ば 体 温 に お い て 、 ０ ． ５ ℃ ／ 時 間 の 場 合 、
測 定 間 隔 を 初 期 設 定 値 よ り 短 く し て 測 定 す る よ う に す る こ と で 、 被 介 護 者 Ｐ に 対 し て 、 よ
り 詳 細 な 監 視 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 圧 力 検 出 に 基 づ く 解 析 時 間 （ 所 定 時 間 ） は ２ ～ ５ 分 間 で な く 、 任 意 の 時 間 に 設 定 で
き る 。 解 析 時 間 は １ 就 寝 分 の デ ー タ 解 析 に 都 合 の よ い 時 間 で よ く 、 ま た 、 １ 就 寝 分 で な く
、 所 定 の 就 寝 時 間 内 を 設 定 す る こ と も で き る 。 シ ス テ ム の 規 模 、 解 析 速 度 等 に よ り 最 適 な
条 件 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 、 例 え ば 、 被 検 者 Ｐ の 健 康 状 態 を 次 の よ う な 判 断 基 準 に 基 づ き 判 定 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 就 寝 中 の 異 常 監 視 と 緊 急 通 報 に つ い て 説 明 す る 。 端 末 装 置 ５ の デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 、
所 定 時 間 （ ２ ～ ５ 分 間 ） 分 の 生 体 デ ー タ を 解 析 し て 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 算 出 し 、 ま た 、 Ｉ
Ｃ タ グ か ら の 温 度 情 報 か ら 、 こ れ ら が 異 常 と い え る 既 定 値 の 範 囲 を 越 え た 場 合 に 体 温 値 異
常 、 心 拍 数 異 常 、 呼 吸 数 異 常 と し て 表 示 装 置 ３ ８ へ 表 示 す る と と も に 、 緊 急 通 報 と し て 管
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理 パ ソ コ ン １ １ に 通 報 す る 。 こ の と き 被 介 護 Ｐ の 状 態 を 撮 像 手 段 で 撮 像 し 、 生 体 情 報 の 異
常 情 報 と と も に 送 信 で き る よ う に す れ ば 、 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ の 医 師 １ ０ の 判 断 が
容 易 に な る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 心 拍 数 異 常 、 呼 吸 数 異 常 と し て 表 示 装 置 ３ ８ へ 表 示 す る
と 共 に ブ ザ ー を 鳴 動 さ せ る よ う に す る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 、 体 動 に 関 し て は 一 定 時 間 以
上 続 く と 発 作 と 認 識 し て 同 様 に 表 示 と ブ ザ ー 応 答 を 行 い 、 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ８ を 介 し
て 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト ７ の 管 理 パ ソ コ ン １ １ へ 通 報 す る 。 こ れ を 受 け て 管 理 サ イ ト ／
医 療 サ イ ト ７ の 医 師 な ど の 医 療 従 事 者 が 対 処 方 法 を 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ８ や 電 話 、 Ｆ Ａ
Ｘ な ど で フ ィ ー ド バ ッ ク す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 体 温 の ト レ ン ド 記 憶 ・ 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 生 体 情 報 の ト レ ン ド 記 憶 ・ 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 処 理 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ・ ・ ・ 病 院 、 介 護 施 設 等 の 部 屋 、 ２ ・ ・ ・ エ ア マ ッ ト 、 ３ ・ ・ ・ ベ ッ ド 、 ４ ・ ・ ・ エ ア
チ ュ ー ブ 、 ５ ・ ・ ・ 端 末 装 置 、 Ｐ ・ ・ ・ 被 験 者 、 ７ ・ ・ ・ 管 理 サ イ ト 、 ８ ・ ・ ・ 情 報 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク 、 ９ ・ ・ ・ デ ー タ サ ー バ ー 、 １ ０ ・ ・ ・ 担 当 医 、 ５ ０ ａ ・ ・ ・ 携 帯 端 末 、 １
０ ０ ， ２ ０ ０ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ タ グ 、 １ ０ １ ， ２ ０ １ ・ ・ ・ Ｒ Ａ Ｍ 、 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ ・ ・ ・ Ｅ Ｅ
Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 １ ０ ３ ・ ・ ・ 送 信 受 信 回 路 、 １ ０ ３ ａ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 、 １ ０ ６ ・ ・ ・ 温 度 セ ン
サ 　 ３ ０ ０ ・ ・ ・ オ ム ツ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 7日 (2006.4.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 は 監 視 制 御 装 置 を 構 成 す る ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に 与 え ら れ る 。
ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ は 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 の レ ベ ル を 所 定 範 囲 の 信 号 レ ベ ル に 調 整
す る 。 被 介 護 者 Ｐ の 姿 勢 に よ っ て エ ア マ ッ ト ２ に 伝 わ る 心 拍 や 呼 吸 な ど の 振 動 の 強 さ が 異
な る た め に 、 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 出 力 信 号 の 強 度 （ レ ベ ル ） が 異 な る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １
は 姿 勢 に よ っ て 異 な る 信 号 レ ベ ル を 所 定 レ ベ ル の 信 号 に な る よ う に ゲ イ ン を 調 整 し 、 心 拍
フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 出 力 す る 。 ま た 、 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ の ゲ イ ン 値 が 姿 勢
判 別 部 ３ ６ に 加 え ら れ る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に よ っ て 所 定 レ ベ ル に 変 換 さ れ た 微 差 圧 セ ン
サ ２ ０ の 出 力 信 号 を 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 加 え る こ と に よ り 、 こ れ ら 心
拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 心 拍 信 号 、 呼 吸 信 号 な ど の 被 介 護 者 Ｐ の 生 体 デ ー
タ が 得 ら れ る 。 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 得 ら れ た 被 介 護 者 Ｐ の 生 体 デ ー
タ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ５ で デ ジ ィ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に 入 力 さ れ る 。 ま た
、 被 検 者 Ｐ に 装 着 さ れ た オ ム ツ ３ ０ ０ の 内 側 に 装 着 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０
（ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） か ら 、 温 度 情 報 を Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ で 間 歇 的 （ 例 え ば １ ０ ～ ３ ０
分 ご と ） に 読 み 取 る 。 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ か ら １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ ま た は ８ ６ ０ ～ ９ ６ ０
Ｍ Ｈ ｚ （ Ｕ Ｈ Ｆ 帯 ） の 電 磁 波 （ １ ０ ｃ ｍ ～ １ ｍ ） を 送 信 し 、 そ の 信 号 を ア ン テ ナ を 介 し て
温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ が 受 け 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ に よ る 温 度 (体 温 )情 報 (本 実 施
例 で は 、 被 介 護 者 Ｐ の 腹 部 付 近 の 体 温 情 報 )を 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ か ら 読 取 る
。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 入 力 し た 生 体 デ ー タ の 各 種 の 演 算 処 理 を 行 い 、 被 介 護 者 Ｐ の 状 態 を
監 視 す る 。 生 体 デ ー タ の 各 種 の 演 算 処 理 に は 、 被 介 護 者 Ｐ の 平 常 時 の 生 体 デ ー タ と の パ タ
ー ン 比 較 な ど が 含 ま れ る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ が エ ア マ ッ ト ２ 上 に 被
介 護 Ｐ が い る こ と を 検 出 し て い る と き に 演 算 処 理 を 実 行 す る 。

(10) JP 2007-229077 A 2007.9.13



专利名称(译) 在护理机构和/或家中监控设备

公开(公告)号 JP2007229077A 公开(公告)日 2007-09-13

申请号 JP2006052278 申请日 2006-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 泰尔茂株式会社

申请(专利权)人(译) 泰尔茂株式会社

[标]发明人 久保田健一
山田史穂
加藤秀彦

发明人 久保田 健一
山田 史穂
加藤 秀彦

IPC分类号 A61B5/00 A61B5/01 A61B5/11

FI分类号 A61B5/00.102.C A61B5/00.101.E A61B5/00.101.R A61B5/10.310.A A61B5/01.100 A61B5/11

F-TERM分类号 4C038/VA04 4C038/VB01 4C038/VB31 4C117/XA03 4C117/XB01 4C117/XB11 4C117/XC02 4C117
/XD09 4C117/XE23 4C117/XE24 4C117/XE27 4C117/XE37 4C117/XE48 4C117/XE62 4C117/XF22

外部链接 Espacenet

摘要(译)

使用睡眠期间护理生物测定数据的本发明中，在长期护理设施和家庭提
供监控装置可被进行，以把握准确的身体状况，包括体温信息。 并安装
在护理人的床A空气垫的装置，用于测量压力检测装置，用于检测所述空
气垫的内部压力变化的装置的电源的电池，生物测定数据的所述对象基
于所检测到的空气垫的内压变化具有第一温度测量单元和所述温度测量
单元，用于在每个预定小时测量和存储所述温度，第二温度测量能够代
替护理者的测量的单元，所述测得的温度信息的提供，IC标签IC标签读
取脉冲等，能够输入接种信息等，用于由所述温度测量部，用于存储所
测量的值的存储单元的输入单元的生物体信息读取部，存储所述存储单
元的趋势显示的各种生物体信息一起，相比于与由存储在第二温度测量
单元的趋势测量体温数据的显示的第一预测在预定存储在测量单元中，
其特征在于，体温趋势时间。 .The
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